

















動詞）の連用形にもう 1 つの動詞（後項動詞）が結合したものである。 
日本人の日常生活から評論や専門書など知的レベルの高い分野まで複合動詞は幅広く
使用されている。森田（1994）によると、『例解国語辞典』の見出し語の 40,393 語のうち、

































































教育』5を取り上げ、その中から母語話者が書いた計 30 本の学術論文を抽出する。 
母語話者の複合動詞の使用状況を全体的に把握するためには、相当数の学術論文を用

























5.1? 「課題 1? 各論文における複合動詞の使用状況」についての考察 
30 本の学術論文において複合動詞を含む例文は全部で 608 文あり、全体で延べ語数








表 1? 各論文における複合動詞の異なり語 
 
そのうち、「取り上げる」という複合動詞を使う論文数がもっとも多く、30 本の論文

















総合順位 複合動詞 論文数 総合順位 複合動詞 論文数 
1 取り上げる 16 ? ? 8 当てはまる 5 
2 見なす 15 見出す 5 
3 繰り返す 13 生み出す 5 
4 取り入れる 11 受け取る 5 
5 言い換える 9 振り返る 5 
6 結び付く 8 9 
 
なり得る 4 
取り組む 8 当てはめる 4 
受け入れる 8 読み取る 4 
7 成り立つ 6 取り除く 4 
見つかる 6 取り込む 4 
組合わせる 6 使い分ける 4 
   思い出す 4 
   引き起こす 4 























































5.2? 「課題 2? 複合動詞の全体的使用状況」について 
5.2.1? 全体としての複合動詞の上位 20 項目 
本研究で分析対象とした学術論文から複合動詞を抽出し、得られた複合動詞の延べ語
数は 608 語のうち、異なり語数は 204 語である。そして取り出した複合動詞を延べ語数
の多い順に並べ、頻出複合動詞の最上位 20 項目を表 2 にまとめた。また、複合動詞の
最上位 20 項目のそれぞれの延べ語数及び複合動詞の総延べ語数に対する割合も表 2 に
示した。 
表 2? 複合動詞の上位 20 項目 
 
順位 複合動詞 延べ語数 割合 級別 順位 複合動詞 延べ語数 割合 級別 
1 取り上げる 28 4.6% 2 級 11 生み出す 12 2.0% － 
2 見なす 28 4.6% － 12 受け取る 11 1.8% 2 級 
3 繰り返す 28 4.6% － 13 見出す 10 1.6% － 
4 取り入れる 24 3.9% 2 級 14 見つける 10 1.6% 2 級 
5 話し合う 24 3.9% 2 級 15 
 
組み合わせる 9 1.5% 1 級 
6 言い換える 17 2.8% － 割り当てる 9 1.5% － 
7 受け入れる 16 2.6% 1 級 17 成り立つ 8 1.3% － 
8 結び付く 16 2.6% 1 級 18 使い分ける 8 1.3% － 
9 取り組む 15 2.5% 1 級 19 なり得る 7 1.1% － 
10 振り返る 12 2.0% 1 級 20 書き直す 7 1.1% － 
上位 20 項目の総延べ語数：299（49%）  
－ 110 －
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まず、上位 20 項目の延べ語数は 299 語で、総延べ語数 608 語の 49%が上位 20 項目ま
でに集中していることがわかる。このことから、日本語教育の学術論文の中に頻繁に使
われる複合動詞グループがあることが推測できる。特に最上位 3 項目（｢取り上げる｣、





別に見てみる。表 2 では最上位 20 項目のうち難易度の低い 3、4 級のものは見つからな
かった。また、2 級と 1 級レベルの複合動詞はそれぞれ 5 項目で、日本語能力試験に所









た複合動詞の前項動詞は全部で 108 種類である。そのうち、前項動詞上位 15 項目の延
べ語数は 395 語で、複合動詞の総延べ語数 608 語の 65％を占めている。前項動詞の上位
15項目とそれぞれの延べ語数、及び総複合動詞延べ語数に対する比率を表 3にまとめた。 
 
表 3? 前項動詞の上位 15 項目 
 
表 3 で延べ語数が圧倒的に高いのは、「取る」「見る」の 2 動詞で、これらを前項動詞
総合順位 前項動詞 延べ語数 割合 総合順位 前項動詞 延べ語数 割合 
108 種類 上位 15 項目 395/608 65% 8 引く 18 3.0% 
1 取る 90 14.8% 9 ? 書く 16 2.6% 
2 見る 75 12.3% 10 組む 16 2.6% 
3 受ける 32 5.3% 11 振る 13 2.1% 
4 繰る 27 4.4% 12 読む 12 2.0% 
5 話す 26 4.3% 13 当てる 11 1.8% 
6 結ぶ 19 3.1% 14 生む 11 1.8% 










全部で 18 語である。前項動詞｢取る｣｢見る｣からなる複合動詞を以下にまとめた。 
 
表 4「取る」を前項動詞とする複合動詞? ? ? ? ? ? ? ? 表 5「見る」を前項動詞とする複合動詞 
 複合動詞 延べ語数   複合動詞 延べ語数 
1 取り上げる 28  1 見なす 28 
2 取り入れる 25  2 見出す 10 
3 取り組む 15  3 みつける 9 
4 取り巻く 5  4 見つかる 5 
5 
 
取り出す 4  5 
 
見当たる 3 
取り除く 4  見習う 3 
取り込む 4  見直す 3 





取りやめる 1  見据える 2 
取り纏める 1  見通す 2 
取り付ける 1  11 
 
見抜く 1 
 見渡す 1 
 見かける 1 
    見過ごす 1 
    見計らう 1 
    見立てる 1 
    見守る 1 




上位 15 項目の延べ語数は 408 語で、複合動詞の総延べ語数 608 語の 67.1％を占めてい
る。このことからも、頻繁に用いられる後項動詞項目は重点的に調査するに値すると考
えられる。後項動詞の上位 15 項目とそれぞれの延べ語数、及び総複合動詞延べ語数に




表 6? 後項動詞の上位 15 項目 
 
表 6 で、「だす」を後項動詞とする複合動詞の延べ語数は 50 語で最も多く、複合動詞
の総延べ語数 608 語に対して 8.2%を占めている。次いで「あう」を後項動詞とする複合





表 7「出す」を後項動詞とする複合動詞? ? ? ? ? ? ? 表 8「あう」を後項動詞とする複合動詞 
 複合動詞 延べ語数   複合動詞 延べ語数 
1 生み出す 11  1 話し合う 24 
2 見出す 10  2 学び合う 4 






抜き出す 5  絡み合う 2 
作り出す 5  向き合う 2 














導き出す 2  せめぎあう 1 
選び出す 2  ぶつけ合う 1 
引き出す 2  背反し合う 1 
10 
 
産み出す 1  読み合う 1 
描き出す 1  高め合う 1 
映し出す 1  共感し合う 1 
 関係しあう 1 
 認め合う 1 
    書き合う 1 
    与え合う 1 
    伝え合う 1 
総合順位 後項動詞 延べ語数 割合 総合順位 後項動詞 延べ語数 割合 
81 種類 上位 15 項目 408/608 67.1% 8 直す 24 3.9% 
1 出す 50 8.2% 9 取る 21 3.5% 
2 合う 46 7.5% 10 付く 19 3.1% 
3 入れる 42 6.9% 11 換える 18 3.0% 
4 込む 36 5.9% 12 付ける 17 2.8% 
5 上げる 32 5.3% 13 
 
得る 15 2.5% 
6 返す 31 5.1% 組む 15 2.5% 
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注 
1 作文対訳データコーパスとは、国立国語研究所により作成され、1999 年から 2000 年に




3 『日本語教育のための合成語のデータベース構築とその分析』は、岩波国語辞典第 6 版
（2000）、明鏡国語辞典（2003）、新明解国語辞典第 6 版（2005）、現代新日本語辞典
改訂版第 3 版（2002）、三省堂国語辞典第 5 版（2001）、新選国語辞典第 8 版（2002）、
集英社国語辞典第 2 版（2000）などの７冊の国語辞典を中心に、参考として『分類語彙





ッセイなど）、茶表紙（政治経済、歴史など）などの 5 種類に分かれている。 
5 『日本語教育』の（2010 年～2012 年）の第 145 号から第 152 号までの中から 30 本の学
術論文を選び出した。 
6 例えば、上村コーパスの総文字数は 317,224 語である。また KY コーパスの総文字数は




本稿は、2014 年 9 月に大阪大学大学院に提出した修士論文の内容の一部に加筆を施し
たものである。 
